
（最高／最低／降水確率）

天気マーク

時
々
ま
た
は
一
時

の
ち

（旧三国）
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／

（旧武生）

／

／

／

／

／

札 幌 仙 台 東 京

名古屋 金 沢 京 都

大 阪 広 島 福 岡

小　浜

敦　賀

越　前

大　野

坂　井

福　井

12(水)

13(木)

14(金)

15(土)

16(日)

17(月)
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今
回
の
津
波
浸
水
範
囲

鵜住居鵜住居

山
田
線

山
田
線

鵜住居

山
田
線

園児と遭遇

釡石東中釡石東中

鵜住居小鵜住居小

釡石東中

鵜住居小

大
槌
湾

大
槌
湾

大
槌
湾

児
童・生
徒
が
逃
げ
た
ル
ー
ト

介護福祉施設

あらかじめ決めて
おいた避難場所

次に避難しようとした場所
最終的に避難した場所

岩手

宮城宮城

釡石市釡石市

宮城

釡石市

盛岡

太
平
洋

太
平
洋

太
平
洋

30km30km30km

グループホーム

震
災

年
関
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落石に衝突したえち鉄車両移送 面

勝山市遅羽町比島のえちぜん鉄道勝

山永平寺線比島－発坂間で、２両編成

の車両が落石に衝突し脱線した事故で

同社は 日、脱線車両を勝山駅に移送

し、軌道を点検補修する復旧作業を行

った。「運転再開は 日以降になる予

定」としている。

す
で
に
生
じ
た
（
煩
悩
の
芽
を
）
断
ち
切

っ
て
、
新
た
に
植
え
る
こ
と
な
く
、
現
に
生

ず
る
（
煩
悩
）
を
長
ぜ
し
め
る
こ
と
が
な
い

な
ら
ば
、
こ
の
独
り
歩
む
人
を
〈
聖
者
〉
と

名
づ
け
る
。
か
の
大
仙
人
は
平
安
の
境
地
を

見
た
の
で
あ
る
。

（
釈し

ゃ

迦か

）

〈
解
説
〉
煩
悩
と
は
私
た
ち
を
煩

わ
ず
ら

わ
し

悩
ま
す
心
の
は
た
ら
き
、
は
た
ら
き
で
あ
る

か
ら
、
制
御
も
で
き
る
。
欲
望
が
す
き
勝
手

に
動
き
だ
す
と
煩
悩
に
な
る
。
そ
こ
を
よ
く

知
っ
て
、
地
道
な
努
力
を
持
続
し
習
慣
化
す

る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
聖
者
な
の
で
あ
る
。

服
部
育
郎
・
中
村
元
東
方
研
究
所
専
任
研

究
員

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

■ひろば 面 ■おくやみ 小説 面
■囲碁・将棋 面
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県内 防災備蓄品の有効活用探る 面

ダムの魅力ＶＲ映像で発信 面

経済 部活でＩＴビジネス受注へ 面

論説 東日本大震災の教訓 面
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自慢の浜です 27面

2025311

「
人
間
の
証
明
」
な
ど
数
々
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
を
残
し
た
作
家
森
村
誠
一
さ

ん
は
趣
味
が
高
じ
て
「
写
真
俳
句
」
と

い
う
一
風
変
わ
っ
た
表
現
手
法
を
提
唱

し
た
。
与
謝
蕪
村
が
俳
画
を
描
い
た
よ

う
に
、
句
に
写
真
を
組
み
合
わ
せ
る
と
独
特
の
世
界

が
で
き
る
と
い
う
▼
東
京
か
ら
東
北
、
北
陸
と
「
お

く
の
ほ
そ
道
」
で
俳
聖
が
歩
い
た
道
の
り
を
た
ど
り

２
０
０
９
年
に
旅
を
締
め
く
く
っ
た
。
紀
行
文
「
芭

蕉
の
杖

じ
ょ
う

跡せ
き

」
と
し
て
ま
と
め
る
際
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
。
松
島
や
三
陸
の
被
災
を
確
か
め
る
た

め

年
に
東
北
を
再
訪
し
た
。
「
島
一
つ
壊
れ
て
も

な
お

鷗
か
も
め

飛
ぶ
」
▼
中
国
の
洞
庭
湖
や
西
湖
に
も
負

け
ぬ
美
景
と
松
尾
芭
蕉
が
絶
賛
し
た
松
島
は
多
く
の

島
々
が
湾
内
に
あ
る
。
そ
れ
が
防
潮
堤
と
な
り
津
波

被
害
は
小
さ
か
っ
た
。
小
型
の
観
光
船
で
海
に
出
た

森
村
さ
ん
は
以
前
と
同
じ
く
群
れ
飛
ぶ
ウ
ミ
ネ
コ
が

東
北
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
に
見
え
た
。
芭
蕉
も
吟
じ
な

か
っ
た
句
に
し
た
▼
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
「
奇

跡
の
一
本
松
」
を
見
た
。
高
田
松
原
は
芭
蕉
の
時
代

に
で
き
た
名
勝
だ
。
大
津
波
に
耐
え
唯
一
残
っ
た
松

が
余
生
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
「
毅き

然ぜ
ん

と
立
ち
上

が
っ
て
い
る
」
姿
を
写
真
と
俳
句
で
写
し
取
っ
た
。

「
風
花
や
命
い
と
し
き
松
一
本
」
「
生
き
残
り
松
の

命
に
雪
が
窑
う
」
▼
陸
前
高
田
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

「
チ
ー
ム
ふ
く
い
」
が
復
旧
支
援
し
た
地
。
奇
跡
の

一
本
松
は
あ
の
日
か
ら

年
間
、
復
興
へ
奮
闘
す
る

人
々
、
街
や
景
観
の
再
生
を
見
守
っ
て
き
た
。
遠
く

に
は
あ
っ
て
も
東
北
の
今
に
心
を
寄
せ
続
け
た
い
。

劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇

釜石東中生らの避難

ルートをたどる全国

の教職員＝２月22

日 岩手県釜石市

東
日
本
大
震
災
か
ら

日
で

年
。
死
者

・
行
方
不
明
者
２
万
２
千
人
以
上
を
出
し
た

戦
後
最
大
の
自
然
災
害
は
、
午
後
２
時

分

に
発
生
し
た
。
日
中
だ
っ
た
た
め
、
学
校
や

職
場
で
被
災
し
た
人
も
多
か
っ
た
。
福
井
県

を
含
む
全
国
の
学
校
関
係
者

人
が
２
月
、

宮
城
教
育
大
防
災
教
育
研
修
機
構
が
主
催
す

る「
３
１
１
教
訓
伝
承
・
被
災
地
視
察
研
修
」

に
参
加
し
、
岩
手
、
宮
城
両
県
を
巡
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
｜
。
語
り
部
た
ち
か
ら
当

時
の
状
況
や
教
訓
を
学
ん
だ
。

近
藤
洋
平

３
１
１
教
訓
伝
承
・
被
災
地
視
察
研
修

宮
城
教
育
大
防
災

教
育
研
修
機
構
が
２
０
１
９
年
度
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
全
国
の
災
害
警
戒
地
域
の
教
職
員
を
対
象
に
始
め
た
。
岩
手

県
と
宮
城
県
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
を
巡
り
、
元
教
諭
や
語

り
部
と
の
対
話
を
通
じ
、
主
に
学
校
現
場
で
の
教
訓
を
学
び
、

防
災
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
研
修

回
目
の
今
回
は
２
月

〜

日
、

都
道
県
か
ら

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
通

算
で

都
道
府
県
の
計
２
８
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

①

迫り来る津波から避難する釜石東中の生徒ら＝2011年

３月11日 岩手県釜石市 いのちをつなぐ未来館提供

福井県は２千㌧分

農
林
水
産
省
は

日

政
府
備

蓄
米
の
放
出
に
向
け
た
初
回
入

札
を
開
始
し
た

計

万
㌧
を
産

地
や
品
種
な
ど
で
分
類
し

そ
れ

ぞ
れ
高
値
を
付
け
た
参
加
業
者

か
ら
順
に
落
札
す
る
仕
組
み

全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

Ｊ
Ａ

全
農
）
な
ど
大
手
集
荷
業
者
が

参
加
し
た
と
表
明
し
て
お
り
、

落
札
価
格
や
十
分
な
量
が
引
き

渡
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と

な
る
。
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
分

は
、

日
ま
で
に
再
び
入
札
に

か
け
る
。【
４
面
に
関
連
記
事

主
要
な
流
通
経
路
を
担
う
Ｊ

Ａ
全
農
に
コ
メ
が
供
給
さ
れ
れ

ば

停
滞
が
解
消
す
る
可
能
性
が

あ
る

コ
メ
の
年
間
需
要
量
は
６

７
０
万
㌧
ほ
ど
で

備
蓄
米

万

㌧
は
約
２
・
２
％
に
相
当
す
る

今
回
全
量
が
落
札
さ
れ
れ
ば
、

１
週
間
余
り
の
需
要
を
補
う
コ

メ
が
放
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

宇
都
宮
大
の
小
川
真
如
助
教

（
農
業
経
済
学
）
は
「
備
蓄
米

が
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
う
ま
く
流

通
す
れ
ば
、
５
㌔
当
た
り
３
４

０
０
円
程
度
に
落
ち
着
く
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
た
。
農
水

省
に
よ
る
と
、
全
国
の
ス
ー
パ

ー
約
千
店
の
コ
メ
販
売
価
格

は
、
２
月

日
〜
３
月
２
日
が

前
年
同
期
と
比
べ

・
６
％
高

い
３
９
５
２
円
だ
っ
た
。

今
月
半
ば
に
業
者
へ
渡
し

下
旬
に
も
店
頭
に
並
ぶ
見
通
し

Ｊ
Ａ
福
井
県
米
穀
販
売
課
に

よ
る
と
、
同
Ｊ
Ａ
は
備
蓄
米
の

対
象
銘
柄
の
う
ち
、
福
井
県
産

の
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
と
あ
き
さ
か

り
で
計
約
２
千
㌧
分
の
入
札
に

参
加
し
た
。

津波避難奇跡じゃない
釜石・小中生生死分けた的確な訓練

「
釜
石
の
奇
跡
」
｜
。
東
日

本
大
震
災
で
、
岩
手
県
釜
石
市

の
小
中
学
生
は

・
８
％
が
避

難
し
無
事
だ
っ
た
。
防
災
教
育

の
た
ま
も
の
と
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
が
報
じ
、
書
籍
化
も
さ
れ
た

こ
と
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
。

被
災
地
視
察
研
修
の
一
行
は

２
月

日
、
同
市
の
防
災
学
習

施
設
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来

館
」
の
語
り
部
、
川
崎
杏
樹
さ

ん

の
案
内
で
避
難
ル
ー
ト

を
た
ど
っ
た
。

約
５
７
０
人
の
児
童
生
徒
が

被
災
し
た
市
立
釜
石
東
中
と
市

立
鵜
住
居

う

の

す

ま

い

小
は
、
海
か
ら
約
５

０
０
㍍
、
海
抜
２
㍍
の
場
所
に

隣
接
し
て
建
っ
て
い
た
。

当
時
中
学
２
年
だ
っ
た
川
崎

さ
ん
は
、
部
活
動
で
体
育
館
に

い
た
。
最
初
の
小
さ
な
揺
れ
を

感
じ
た
時
点
で
外
に
出
る
と
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い

揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
し
ゃ
が
み

込
み
、
地
面
に
つ
か
ま
る
よ
う

に
ひ
た
す
ら
耐
え
た
。

「
絶
対
に
津
波
が
来
る
」

生
徒
た
ち
は
校
庭
に
集
ま

り
、
教
諭
の
指
示
を
待
た
ず
整

列
と
点
呼
を
始
め
、
避
難
を
開

始
し
た
。
発
生
か
ら
わ
ず
か
５

分
だ
っ
た
。

■

■

■

避
難
訓
練
で
目
的
地
に
し
て

い
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
約
８

０
０
㍍
先
。海
抜
４
㍍
と
低
く
、

平
ら
な
道
路
は
川
に
沿
っ
て
延

び
て
い
た
。
川
崎
さ
ん
自
身
、

「
大
き
な
津
波
が
来
た
ら
危
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
感
じ
て

い
た
場
所
だ
っ
た
。
施
設
の
裏

山
で
崖
崩
れ
が
あ
り
、
危
険
性

を
訴
え
る
地
域
住
民
の
声
で
、

到
着
後
間
も
な
く
、
さ
ら
に
高

台
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

中
学
生
は
小
学
生
の
手
を
引

い
て
３
０
０
㍍
先
に
あ
る
海
抜

㍍
地
点
の
別
の
福
祉
施
設
へ

た
ど
り
着
い
た
。
生
徒
た
ち
の

率
先
し
た
動
き
は
、
教
職
員
や

迎
え
に
来
た
保
護
者

地
域
住
民

ら
も
巻
き
込
み

最
終
的
に
計
千

人
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
っ
た

整
列
し
点
呼
を
取
っ
て
い
る

と
津
波
が
見
え
た
。
次
か
ら
次

へ
と
家
が
崩
れ
て
い
く
。
冷
た

い
風
と
と
も
に
潮
と
下
水
が
混

じ
っ
た
よ
う
な
臭
い
が
漂
っ
て

き
た
。
「
一
気
に
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
っ
た
」

滞
在
時
間
は
３
分
。
目
の
前

ま
で
津
波
が
迫
る
中

さ
ら
に
高

台
を
目
指
し
た
の
は

先
生
に
言

わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く

そ
れ
ぞ

れ
が
危
な
い
と
判
断
し
て
避
難

し
た
と
い
う
の
が
一
番
近
い
」

と
振
り
返
る
。
海
抜

㍍
の
峠

ま
で
約
５
０
０
㍍
を
「
生
き
る

か
死
ぬ
か
。
一
番
き
つ
い
坂
道

を
全
力
で
走
っ
た

登
り
き
っ

た
先
で
「
津
波
か
ら
避
難
で
き

た
」と
よ
う
や
く
安
心
で
き
た
。

■

■

■

奇
跡

と
呼
ば
れ
た
一
連
の

避
難
行
動
は
「
日
ご
ろ
の
訓
練

で

き
ち
ん
と
地
域
や
津
波
の
こ

と
を
理
解
し
た
こ
と
が
、
具
体

的
な
手
段
に
つ
な
が
っ
た
」
と

川
崎
さ
ん
。生
徒
だ
け
で
整
列
、

点
呼
す
る
〝
決
ま
り
〞
は
「
先

生
の
指
示
待
ち
で
は
い
け
な

い
」
と
生
徒
が
訓
練
の
時
に
発

案
し
た
。
校
庭
で
は
津
波
と
同

じ
時
速

㌔
の
乗
用
車
と
競
走

し
た
こ
と
も
あ
る

ど
う
頑
張

っ
て
も
追
い
つ
か
れ
る

来
る
前

に
高
台
へ
逃
げ
な
い
と
だ
め
だ

と
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
欠
席
し
て
い
た
児

童
生
徒
や
避
難
途
中
で
保
護
者

に
引
き
渡
さ
れ
た
子
が
亡
く
な

っ
た
。
学
校
の
近
く
に
２
０
１

０
年
２
月
に
完
成
し
て
い
た
地

区
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
津
波

の
避
難
場
所
で
は
な
い
の
に
逃

げ
込
ん
だ
推
定
１
６
０
人
が

㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
犠
牲
に
な

っ
た
。
震
災
ま
で
の
１
年
間
で

計
８
回
、
セ
ン
タ
ー
に
逃
げ
る

訓
練
を
し
て
お
り
「
こ
こ
に
逃

げ
れ
ば
安
全
」
と
い
う
誤
っ
た

認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
。

訓
練
の
積
み
重
ね
で
助
か
っ

た
こ
と
、
身
近
で
多
く
の
犠
牲

が
出
た
こ
と
か
ら
、
地
元
で
は

「
奇
跡
」
で
は
な
く
、
「
出
来

事
」と
し
て
語
り
継
い
で
い
る
。

視
察
を
引
率
し
た
宮
城
教
育

大
特
任
教
授
の
武
田
真
一
さ

ん

は
「
小
中
学
校
の
成
功

例
と
合
わ
せ
て
伝
え
て
ほ
し

い
。
避
難
は
難
し
く
、
一
つ
誤

る
と
１
０
０
人
単
位
の
犠
牲

が
出
る
と
い
う
こ
と
を
持
ち

帰
っ
て
」
と
教
職
員
ら
に
訴
え

た
。※

次
回
か
ら
社
会
面
に
掲
載

し
ま
す
。

関
連
死
を
含
め
２
万
２
千
人

以
上
の
犠
牲
者
が
出
た
東
日
本

大
震
災
は

日
、
発
生
か
ら

年
と
な
っ
た
。
地
震
発
生
時
刻

の
午
後
２
時

分
、
各
地
で
犠

牲
者
を
追
悼
。
石
破
茂
首
相
は

福
島
県
主
催
の
追
悼
式
に
出
席

す
る
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
２
月
末

時
点
の
全
国
の
死
者
は
１
万
５

９
０
０
人
、
行
方
不
明
者
は
２

５
２
０
人
。復
興
庁
に
よ
る
と
、

避
難
中
に
体
調
悪
化
や
自
殺
で

亡
く
な
っ
た
震
災
関
連
死
は

年
末
時
点
で
３
８
０
８
人
に
上

り
、
前
年
よ
り
６
人
増
え
た
。

復
興
庁
に
よ
る
と
、
全
国
で

今
な
お
約
２
万
８
千
人
が
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
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